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庵我神社例⼤祭お神輿（10月8日） 

令和５年度第2回準備委員会開催 
 11月23⽇、今年度第2回目の準備委員会を庵我会館で開催しました。今回の準備委員会では「まちづくり計
画」と「３つの部会の活動⽅針」の審議を⾏い了承されました。この後、関係団体皆様へのご意⾒をいただくた
め、本件についてご説明をしていきたいと思います。まちづくり協議会準備委員会もいよいよ正式協議会に向け
第⼀歩を踏み出します。計画に沿ってできるところから⼀つ⼀つ取り組んでまいります。ご意⾒・ご要望などご
ざいましたら最寄りの準備委員会役員までお願いします。 
 以下に「３部会の活動⽅針」、⾒開きページに「まちづくり計画」のポイントを掲載いたします。 

部会「活動方針」のポイント 

－目的・目標－ 
住⺠が安⼼・安全・快適に暮ら
せる地域にする 
－持続可能な暮らしを担保する 
 安⼼・安全と生活基盤を確保 

－主な取り組み－ 
住⺠の安⼼・安全確保…防災計画の検証・避難訓練実施、特殊詐欺対策啓蒙 
生活基盤の維持・向上…「地域の⽀え合い組織」検討、買物・通院難⺠解消の取り組み 
地域福祉の充実…………高齢者福祉・子育て⽀援増進 
ふれあい活動……………住⺠同⼠の交流・ふれあいの場の提供 

－目的・目標－ 
庵我全体を活性化させ活⼒ある
地域にする 
－いきいきした生活や暮らしの 
 ための地域活性化 

－主な取り組み－ 
イベント開催……………地区の枠を超えた⽼若男⼥が参加できるイベント開催 
地域活性化団体⽀援……補助⾦制度活⽤、関連団体組織との連携、活性化団体組織発掘 
特産品開発………………現生産者や農業団体との連携で新たな特産品開発 
人口増加への活動………庵我の魅⼒発掘とＰＲ、婚活イベント開催 
休耕田・空地活⽤………「花の咲く庵我」「実りの庵我」展開 

－目的・目標－ 
地域の空き家・空地・古⺠家な
どを活⽤した地域づくり 
ー移住促進・コミュニケーショ 
 ン・活⼒創り 

－主な取り組み－ 
空き家調査………………地域内全空き家調査 
空き家ＰＲ………………福知山市空き家バンクの登録と庵我ＨＰを使った積極的なＰＲ 
移住促進…………………「移住促進特別区域（京都府指定）」申請 
移住者⽀援………………新規移住者の⽀援や移住者同⼠の情報交流会開催 

＊記載内容は、各部会の５年をメドとした取り組み内容です。 
 年度ごとに⼀つ⼀つ取り組んでまいります。 
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庵我まちづくり協議会準備委員会事務局 
〒620-0014 京都府福知山市字中2117 庵我会館内 
メール︓angaiianga8@gmail.com 
HP︓https://www.angaii.com 
Facebook Instagram YouTube︓あんがいいいあんが 

ホームページ掲載写真を募集します。 
テーマ︓秋の庵我（景⾊やイベント） 
タイトルに「秋の庵我投稿」と記載いただきメールで
送付ください。送付先︓angaiianga8@gmail.com 
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①「生活基盤部会」 

②「地域活性化部会」 

③「移住促進部会」 

代表の塩⾒さん（中央）と若手の西川さん（左） 最新の大型コンバイン 

日
時 

11
月
19
日
（
日
）
11
時
半
～
15
時 

場
所 

観
音
寺
（
池
部
） 

内
容 

11
時
半
～
ま
ぜ
ご
飯
・
と
ん
汁
・
焼
き
芋
販
売 

 
 
 
 
 
 
  

福
知
山
公
立
大
学
生
に
よ
る
カ
フ
ェ 

 
 
 

13
時
～ 

世
代
を
繋
ぐ
着
物
シ
ョ
ー 

 
 
 

14
時
～ 

ピ
ア
ノ
・
声
楽
も
み
じ
コ
ン
サ
ー
ト 

 

＊
お
車
は
、
駐
車
場
整
理
係
が
誘
導
い
た
し
ま
す
。 

1F事務所レイアウト 



まちづくり計画のポイント 

（令和10年度まで５年間） 

－庵我地域の現状－ 
福知山市の中⼼部から、北東に位置し、東に烏ケ岳と⻤ケ城
が南北に連なり、西側には、由良川が半円状に清流している
自然あふれる地域で福知山の奥座敷とも呼ばれています。 
⼀⽅で人口減少や高齢化率は年々⽐例的に進⾏しています。 

我ここに庵を結ぶとした先人の思い、由良川の洪水に悩ま
されながらも、藍の栽培や養蚕業を営みながら、右岸堤防
の築提に懸命に尽⼒された先輩の思いを引き継ぎ、今こそ
私たちが持続可能な庵我地域の創生を図るため、ここに新
たなまちづくり計画を策定します。 

－まちづくり計画の目的－ 
全国的な少子高齢化・人口減少化や、⼀人暮らし高齢者や空き家の増加など、これまでの生活環境が大きく変化していく中で、 
「地域に暮らす誰もが安⼼・安全でいきいきと暮らしていける持続可能な地域づくりを住⺠皆んなの協働の⼒で作っていくこと」 
を目的としています。 
 これまで３年間の準備委員会活動の中で、各自治会、関連団体・組織のヒヤリングや、令和４年度に開催した「まちづくりフォー
ラム」での住⺠からの具体的提⾔で出された地域の現状と課題等について地域全体で共有し、協働して取り組む予定です。 

庵我分団は分団⻑以下７２名（2023年度人員）で活
動をされています。分団の構成は、分団本部（５
名）、猪崎〜中村団地が管内の第１部（２０名）、
中・池部が管内の第２部（３１名）安井・筈巻が管内
の第３部（１６名）です。地域の生命や財産を火災や

水害から守るために、様々な訓練を計画的に実施され
ています。今回は、第２部 中・池部班で活躍されて
いる皆様を紹介します。        （敬称略） 
＊中︓塩⾒圭助さん、池部︓高⾒均さん 桐村祐介さん3名 
 は写真撮影の都合で次号掲載とさせていただきます。 

庵我活動グループ紹介④ 福知山消防団 庵我分団第2部 

年 世帯数 人口 

2013年 1050 2320 

2018年 1002 2082 

2020年 998 2012 

2023年 959 1850 

世帯数・人口の推移 
年・月 高齢化率 

2013年2月 33.1 % 

2015年8月 36.4 % 

2023年9月 43.2 % 

高齢化率の推移 

地域の特性 
・由良川沿いに自然豊かな⾥山が広がり、米・野菜・果樹な 
 どが栽培されている。 
・神社・仏閣が数多く存在し、各々の地区では伝統文化が継 
 承されている。 
・地域住⺠の足として庵我バスが定期運⾏をしている。 
・内科医・接骨医など⾝近に医療環境が整っている。 
・⾦融機関として猪崎郵便局が存在している。 
・自治会加入率90%を超え、住⺠同⼠の絆が強い。 
・農業後継者不足の中、筈巻では大規模担い手に続き若者の 
 後継者が出てきている。             など 

－庵我地域の課題－ 
(1)人口減少・高齢化について 
 ・自治会活動などの担い手が少なくなっている。 
 ・担い手減少により、地域の伝統・文化の維持が困難。 
 ・高齢者増加で、病院や買い物に不便さを感じている。など    
(2)子どもたちの減少について 
 ・地蔵盆や子どもの⾏事開催が困難に。 
 ・庵我小学校が将来廃校の危機が懸念される。 
(3)空き家の増加について 
 ・空き家の増加で、景観の保持や近所同⼠助け合いに⽀障。 
 ・空き家に住み着くアライグマなどの獣害被害が増加。 
(4)大規模災害の発生について 
 ・右岸堤防の完成により、大規模な洪水被害の恐れは減少し 
  たが、新たに内水問題が発生。 
 ・最近の線状降水帯の発生により、土砂災害警戒地域の新た 
  な防災対策が求められている。 
(5)耕作放棄地の増加について 
 ・農業後継者減少による耕作放棄地が増加、⼀元管理できて 
  いるものの獣害被害が拡大傾向。 
(6)その他 
 ・三段池公園は集客⼒あるが、地元庵我地域として地域活性 
  化に生かされていない。 
 ・若者や⼥性活躍の場の提供が求められている。 

－まちづくりの基本方向－ 
＜庵我地域の将来像＞ 
①近年の大規模災害にも即応できる安⼼・安全な地域 
②⼀人暮らしの高齢者でもしっかりと住み続けられる地域 
③地域のコミュニケーションを活性化させて皆が生き生きと 
 暮らせる地域 
④空き家を放置することなく、移住を促進して新たなコミュ 
 ニケーションや活⼒が生まれる地域 
             ↓ 
現在の生活や暮らしを可能な限り維持できる持続可能な地域 

＜庵我地域まちづくりの重点目標＞ 
(1)持続可能な暮らしを担保する生活基盤を確保すること。 
(2)生き生きとした生活や暮らしを展開するため地域活性化を図る 
 こと。 
(3)空き家を放置することなく移住を促進して新たなコミュニケー 
 ションと活⼒を創ること。 
(4)地域の新たな担い手を確保するため地域人材の育成を図ること。 
(5)移譲された庵我会館について、⺠間投資も含めた積極的活⽤を 
 推進すること。 

生活基盤部会 地域活性化部会 移住促進部会 

＊３つの部会活動については、表紙ページを参照ください。 

第2部 部⻑ 
植村 泰久 

中班 班⻑ 
塩⾒ 年朗 

中班 団員 
塩⾒ 綱⼀ 

中班 団員 
塩⾒ 明秀 

中班 団員 
足立 広樹 

中班 団員 
塩⾒ 将人 

中班 団員 
塩⾒ 祐季 

中班 団員 
竹下 寿雄 

中班 団員 
和久 健⼀ 

中班 団員 
塩⾒ 祐⼀ 

中班 団員 
塩⾒ 正人 

中班 団員 
大塚 浩⾏ 

中班 団員 
塩⾒ 勝 

中班 団員 
宮本 欣信 

中班 団員 
塩⾒ 勇太郎 

中班 団員 
⼀常 龍界 

池部班 班⻑ 
塩⾒ 哲 

池部班 団員 
塩⾒ 利三 

池部班 団員 
植村 努 

池部班 団員 
塩⾒ 晋也 

池部班 団員 
植村 貴⼀ 

池部班 団員 
植村 陽介 

池部班 団員 
丸山 隆司 

池部班 団員 
植村 哲也 

池部班 団員 
塩⾒ 大丈 

池部班 団員 
植村 和真 

池部班 団員 
植村 涼司 

池部班 団員 
塩⾒ 仁直 

階級 氏名 自治会 

分団長 四方 克彦 猪崎 

副分団長 波多野 翔 中 

本部長 塩見 光司 池部 

指導部長 井上 誠也 猪崎 

本部班長 足立 一成  城山 

－庵我分団本部－ 

（高齢者︓65歳以上） 


